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平成２８年８月１８日（木）１４：００～１７：３０（開場 13 時 30 分） 

 

 

 

東北大学百周年記念会館 川内萩ホール （仙台市青葉区川内４０） 

 

 

 

主催 ： 東北圏広域地方計画協議会 

後援 ： 東奥日報社、岩手日報社、河北新報社、秋田魁新報社、山形新聞社、福島民報社、 

福島民友新聞社、新潟日報社 

 

 

 

13：30 開場 

14：00 開会／主催者挨拶 

14：05 東北圏広域地方計画の説明 

14：25 基調講演 

「ワールドクラスへの飛躍」と「復興・新生の先導」を目指して 

休   憩 

15：30 パネルディスカッション 

「東北圏の自立的発展の実現に向けて」 

17：30 閉会 

 

 

  

『主催者挨拶』    海輪  誠   東北圏広域地方計画協議会 会長 

（一般社団法人 東北経済連合会 会長） 

 

 『東北圏広域地方計画の説明』 

            川瀧 弘之   東北地方整備局長 

            安田 吾郎   東北圏広域地方計画推進室長 

● 開催日時 

● 開催場所 

● プログラム 

● 出演者 

 

東北圏広域地方計画シンポジウム 
震災復興から自立的発展へ 
～防災先進圏域の実現と、豊かな自然を活かし 

交流・産業拠点を目指す「東北にっぽん」～ 

            － 開催レポート － 

● 主催・後援 

▲当日配布プログラム 
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▲海輪 誠 会長 

 

『基調講演』 ～「ワールドクラスへの飛躍」と「復興・新生の先導」を目指して～ 

里見  進 氏  東北大学 総長 

 

『パネルディスカッション』 ～東北圏の自立的発展の実現に向けて～ 

コーディネーター 大滝 精一 氏  東北大学大学院 経済学研究科 教授 

パネリスト    大江  修 氏  一般社団法人 東北経済連合会 専務理事 

門脇 光浩 氏  秋田県仙北市長 

谷本  均 氏  花王株式会社 酒田工場長 

針生 信夫 氏  農業生産法人 株式会社舞台ファーム 代表取締役 

横田 純子 氏  特定非営利活動法人 素材広場 理事長 

 

 

○主催者挨拶 
開会にあたり、主催者を代表して海輪誠東北圏広域地方計画協議会会長（一般社団法人東北経済連

合会会長）が開会の挨拶をしました。 

 

計画の推進に向けて 

東日本大震災から、５年と５カ月が経過し、今年度からは復興・創生 

期間に入りました。  

東北圏においては、急激な人口減少や人口の流出、その結果の少子高

齢化が他の地域に先駆けて進行しています。この震災を機に加速し、ま

た深刻さが増してきています。 

  このような状況を踏まえ、今年３月に新しい東北圏広域地方計画が、

国土交通大臣決定となりました。この計画は、これから概ね 10 年間の

地域戦略を取りまとめたものです。 

  具体的な方向性として、震災復興を契機とした防災先進圏域の実現、

日本海・太平洋の２面活用、新産業の創出と農林水産業の高付加価値化、

東北圏の資源を活かした広域観光の推進の４点が示されています。 

  私どもは、この１０年の間に、自立的な発展を実現するための道筋を組み立て、具体的な事業に落

とし込んで、着実に進めていくことが肝要と思っています。 

今回のシンポジウムは、皆さまに計画の趣旨を知っていただくとともに、計画推進に向けて連携を

深めていくよい機会になるものと期待します。 

 

 

○東北圏広域地方計画の説明 
東北圏広域地方計画協議会の事務局である東北圏広域地方計画推進室を所管する機関を代表して

川瀧弘之東北地方整備局長が挨拶しました。 

続いて、安田吾郎東北圏広域地方計画推進室長が計画の概要説明を行いました。 

 

● シンポジウム概要 
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▲里見 進 氏 

 

○基調講演 

～「ワールドクラスへの飛躍」と「復興・新生の先導」を目指して～ 

基調講演では、「『ワールドクラスへの飛躍』と『復興・新生の先導』を目指して」と題して、東

北大学総長の里見進氏にご講演いただきました。 

 

 

 グローバル社会を牽引する教育・研究機関へ 

私は総長就任時に「ワールドクラスへの飛躍」と「復興・新生の

先導」という２つの目標を掲げた。さらに、その１年後には将来を

見据えた「東北大学グローバルビジョン」を公表した。大学を「人

が集い、学び、創造する、世界に開かれた知の共同体」であると位

置付け、学生、職員、個々人が己の力を十分に発揮できるような環

境を創出し、多彩な力を総合することで２つの目標が達成できると

考える。 

「ワールドクラスへの飛躍」とは、教育・研究で世界から尊敬さ

れる大学を目指すということ。教育においては、学生が国際社会で

力強く活躍できる人材へと成長していく場を創出する。また、研究

においては、世界をリードする研究拠点として優れた研究者が集う開

かれた研究環境を創出する。 

 

復興はもとより社会の変革を先導 

震災直後に大学の英知を結集して復興に寄与すべく「東北大学災害復興新生研究機構」を創設した。

総合的な災害研究や放射性物質汚染対策等の研究に取り組んでおり、東北大学は、東北の復興はもと

より社会の変革そのものを先導する大学でありたいと考えている。 

また、産学連携について、大学と企業が連携するオープンな開発拠点を大学内に開設した。企業が

大学の中に拠点を設けて、大学の研究者と一緒になって研究を推進する。大学としては産学連携をよ

り深めてイノベーションを起こしたい。 

 

大学のシーズから、多種多様な産業創出 

東北大学をはじめ全国で４大学のみ出資事業ができるようになり、約１００億円のファンドを設立

し、大学発のベンチャー支援事業を行っている。大学にあるさまざまなシーズを使い、東北の地に産

業を興すことで人口流出を防ぎたいと考えている。 

さらに、東北のインフラ整備の向上のため東北地方整備局と協定を結び、整備局が持っている膨大

なデータを研究に活用して、大学の研究の実用化を目指している。大学としては実際に社会に役立つ

体制を整えたい。 

現在大きなプロジェクトとして、東北放射光施設と ILC（国際リニアコライダー）の東北への誘致

活動が進んでいる。東北の産業形成に大きな影響を与えるものであり、大学としてもバックアップし

ていきたい。 

私たちは次世代のために何を成すべきかを共に考え、一歩ずつ確実に“人類の未来の創造”のため

に貢献したいと考えている。 
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○パネルディスカッション 

～東北圏の自立的発展の実現に向けて～ 
パネルディスカッションでは、東北大学大学院経

済学研究科教授の大滝精一氏をコーディネーターと

して、「東北圏の自立的発展の実現に向けて」をテー

マに、経済団体、行政、企業、農業、観光等の各分

野でご活躍されているパネリストの方々から貴重な

ご意見をいただきました。 

 

 

 

 

大江 修 氏 （一般社団法人 東北経済連合会 専務理事） 

ＩＬＣは東北の中小企業も参入可能な、 

総額１兆円規模の巨大プロジェクト。 

東北経済連合会は「新しい東北」の創生を目指している。日本のみなら

ず世界を牽引する東北として重要となるのが ILC（国際リニアコライダ

ー）だ。これは宇宙のビッグバンを再現する素粒子物理学の装置で、総額

１兆円のプロジェクト。世界の科学者たちは「北上山地が最適」とお墨付

きを与えている。誘致が実現すると、世界中からノーベル賞級を含む科学

者約５０００人が結集し、今後数十年日本が世界の素粒子物理学の中心に

なる。研磨や溶接等、高い技術を持つ東北圏の多数の中小企業にも参入の

チャンス。東北に新産業が生まれ、交流人口も拡大する。 

また空港民営化により、仙台は東北の空の玄関口としての魅力が増す。

クルーズ船の寄港増加が見込まれるが、海外の観光客が上陸後バスで移動する１時間半圏内が観光エ

リア。国が観光立国を掲げた今こそ、空港や港と観光地をつなぐ道路の整備が喫緊の課題である。 

 

 

門脇 光浩 氏 （秋田県仙北市長） 

  仙北市は「小さな国際文化都市」を目指す。 

そのためには「広域連携」と「規制緩和」が必要。 

仙北市は人口減少が深刻だが、観光客は年間６００万人前後が訪れる。

美しい武家屋敷の町並みや十和田八幡平国立公園、四つの温泉郷を有する

など、豊かな文化や自然に恵まれている。文化こそ経済を生み出す力にな

ると考え、仙北市は「小さな国際文化都市」を目指す。そのためには広域

連携が必要であり、他の地域と連携していかなければ自分のところはよく

ならない。 

市内には農家民宿が３３軒あり東北最大の集積地。国内はもちろん外国

からも多数のお客様をお迎えしている。農村文化は海外にアピールできる

一級資源だ。 

▲大江 修 氏 

▲門脇 光浩 氏 
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一律に同じ制度で東北の復興や観光の振興をするのは無理で、東北には東北の制度が必要だ。仙北

市は国家戦略特区のさまざまな規制緩和を運用できる地域に指定されており、規制緩和のメニューを

活用して、東北らしい、そして新たな元気づくりを実践していきたい。東北圏全体にも地域の枠組み

を越えた連携や、規制緩和が必要だ。 

 

 

谷本 均 氏 （花王株式会社 酒田工場長） 

  日本海側は国内物流コストで不利な立地、 

海上輸送を中心とした国内輸送手段の構築を。 

原価率の高い一般消費財を製造しているため、コストの低い物流手段

が必須となる。酒田工場では年間１０万トン以上の製品を酒田港から中

国やロシア、東南アジアに輸出している。特に人口１４億人を有する中

国は、市場としての魅力が大きい。しかも、酒田港から釜山港経由で輸

出すると世界中に届けることができるので、港の機能をより高めること

が重要だ。 

日本海側で製造業に携わっている立場からすると、太平洋側と比べて

国内物流コストで不利な立地にある。日本海側に国内に関連した海上輸

送手段がないことが、日本海側で製造業が発展しにくい一つの要因にな

っており、海上輸送を中心としたコストの低い国内輸送手段の構築が必要である。 

低コストでの生産・物流体制とともに、「人財」の確保が重要だが、地元就職率の低さが課題。地

元を愛している方には、地元に就職してほしいが、地元がどういう人を求めているかを子供達に伝え

ていくことも必要。 

 

 

針生 信夫 氏 （農業生産法人 株式会社舞台ファーム 代表取締役） 

農業も自立経営できる仕組みづくりと 

「グリーンカラー」の育成を目指す。 

１次産業は生活のベースを支えながらも産業になっていない。儲かり

にくい小粒な農業形態をいかに連結連動させて大きなシナジーを生むか。

他業種大手企業との連携で販売網が拡大し、“精米したての味”を長期間

キープする技術を開発した。消費者がいつでもおいしく食べられる仕組

みを東北圏から全国に広げ、「地産外消」や交流人口の拡大にもつなげた

い。 

  農業が厳しいのは、物流経費が割高であることも大きなネックになっ

ていると考える。コスト削減のために独自の物流ネットワークを構築し

たい。 

宮城県美里町において生産農家を支援する実践型コンサルティングを行っている。また、今後マー

ケティングや営業もできる農業従事者が必要であり、このような人材を「グリーンカラー」と呼び、

育成していきたい。グローバルな視点を持ち、多様性のある人材を集めて、社会的意義を持ちながら

事業として成功する農業の実現を目指している。 

 

 

 

▲谷本 均 氏 

▲針生 信夫 氏 
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横田 純子 氏 （特定非営利活動法人 素材広場 理事長） 

  地方が自立的に発展するためには 

観光と農業、そこに付随する「食」が大事。 

地方が自立的に発展するためには観光と農業、そこに付随する「食」

が大事。人口を増やすのは無理でも、交流人口を増やすことは力を合わ

せれば可能だ。例えば、九州からの観光客は会津若松に来て、翌日には

松島を観光して牛タンを食べ、平泉に行ってわんこそばを食べたりする。

消費者は県をまたいで見る価値のあるもの、食べる価値のあるものを選

択する。東北の連携を実現しないと、九州などの島という繋がりを持っ

たところに負けてしまう。 

  その土地ならではの旬の食材、料理を食べたいという地産地消も重要

だ。地域ごとの特色を前面に出した「地域ブランド」の育成により、多

彩な連携ができると相乗効果が高まる。海外からの観光客はお箸やご飯、味噌汁、漬物といった日本

の食文化を見て感動する。東北の強みは「日本最高の田舎」にあると感じる。 

  観光客を増やすためには、安全性を考え、高速道路の対面通行はやめて２車線にしていただきたい。 

 

 

 

パネルディスカッション総評 

大滝 精一 氏  東北大学大学院 経済学研究科 教授 

人口減少による経済力低下の 

対策の一つは、「交流人口の拡大」。 

今後の１０年で東北圏は全国に先駆けて人口減少と高齢化が進展す

る。震災からの復興の中で累積する課題をどう克服し、自立的に発展す

るためにいま何をしなければならないのか。一つが「交流人口の拡大」

だ。圏域の中だけでなく、隣接する圏域との交流、さらには海外との大

きな交流を促進する具体的な仕組みづくりが肝となる。１０年先、２０

年先を見据えたビッグプロジェクトを確実に展開していくことが必要

だ。経済界のみならず、大学の果たす役割も非常に大きい。大学発のベ

ンチャーを興すなど、若い有能な人材が東北に残るような環境を整え、

一つの大学だけではなく他の大学とも連携を取り、地域に人材がマグネ

ットのように集まってくるようにすることが必要。 

北欧の国々は東北よりも人口が少ないが、世界トップレベルの競争力と先端技術力を持っている。

私たちも目指す方向への決意と覚悟を持って実践すれば、東北の未来は拓けてくる。 

▲横田 純子 氏 

▲大滝 精一 氏 


